ミシェル・レリス『角笛と叫び』における自己探求 by 横田, 悠矢
Titleミシェル・レリス『角笛と叫び』における自己探求
Author(s)横田, 悠矢
















































































































































































































































































































































































1）　本論考は、2015 年 1 月に京都大学文学研究科に提出した修士論文 « À cor et à cri , entre 
poésie et autobiographie : étude sur la quête de soi chez Michel Leiris » をもとに、加筆修
正したものである。なお、以下の論述において『角笛と叫び』からの訳出引用はガリマール
版（Michel LEIRIS, À cor et à cri , Gallimard, 1988）に依り、該当箇所のページ数のみを [ ]
内に示す。和訳に際しては千葉文夫訳『角笛と叫び』青土社、1989 を適宜参照した。
2）　前者の先行研究としては、以下のものがある――Catherine MAUBON, Michel Leiris : en 
marge de l’autobiographie , José Corti, 1994 ; Catherine MASSON, L’Autobiographie et ses 
aspects théâtraux chez Michel Leiris , L’Harmattan, 2000. また後者の代表的なものとし
ては、次のものが挙げられる――Aliette ARMEL, Michel Leiris , Frayard, 1997 ; Francis 
MARMANDE, Michel Leiris : le siècle à l’envers , Farrago, 2004. 
3）　『角笛と叫び』はレリスの日記（Michel LEIRIS, Journal 1922-1989 , édition établie, présentée 
et annotée par Jean Jamin, Gallimard, 1992）に約 30 の対応箇所を有し、ケロスの研究はそ
の各所について生成過程を分析するものである。ここでは次のように、詩における主観性の
消失が重要な特徴の一つとして結論される。「詩は、『表現上の詩人の消失』によってのみ接
近可能であり、〔…〕死によってのみ到達され得るのである」（Jean-Jacques QUELOZ, Pour 
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焦点を当て（André Pierre COLOMBAT, « Leiris, MICHEL. A cor et à cri . Paris : Gallimard, 
1988. », The French Review, volume 63 nº 2, décembre 1989, pp. 404-405）、一方でドゥニ・
オリエは、自伝をレリスの「エクリチュールの領域そのもの」と広義において捉えた上
で、本作を詩としてではなく自伝として紹介している（Denis HOLLIER « Je ne suis pas le 













10） 原文は « littérairement me taire : je pourrais dire aussi bien "me terrer" voire "m’enterrer" » 

















14） 原題À cor et à cri が喚起するのは、執念深さ、力強さ、激しさ等であると考えられ、これ
はたとえば « réclamer à cor et à cris » 等の慣用表現にも窺うことができる。また本作の原
題を音価の側面から分析した数少ない論文に次のものがある――Laurent JENNY « Un titre 
et sa glose », Europe , nos 847-848, novembre-décembre 1999, pp. 190-195.
15） 存在 présence は、レリスがとりわけ絵画評において重視した概念であり、たとえば「要す
るに、作品とその主題の存在である一方、賭けを行う人間の痛切な存在でもあり、そうし
た存在がもつ極めて生気にみちた、直接的なもののなかに、一切をつつみこむような、見
る者としての私自身の存在でもある」（Michel LEIRIS, Au verso des images [1980], Fata 
Morgana, 1986, p. 11）といった記述には、作品自体、およびその題材の存在、さらには画
家の存在、そして私自身の存在といった、絵画を媒介とする「存在」の参照項の多様性が示
される。なおレリスの絵画評が、画家と鑑賞者の関係を作者と読者のそれへと置換するこ
とで、レリス自身の文学を逆照射し得ることが、ジャン・フレモン（Jean FRÉMON, Michel 
Leiris face à lui-même : de Giacometti à Bacon , Échoppe, 2011）等によって指摘されている。
